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第１ はじめに

この報告は，訪日外国人２５００万人時代の出入国管理行政の在り方につい

て 「訪日外国人２５００万人時代の出入国管理行政検討会議（以下「検討会，

議」という 」における１年半に渡る検討の結果を受けて取りまとめたもの。）

である。

報告書の構成は，まず 「第１ はじめに」において，検討会議開催に至っ，

た経緯を観光立国実現に向けた諸施策の流れを踏まえて記載し 「第２ 我が，

国の出入（帰）国者数の状況と法務省の取組」においては，出入（帰）国者の

数的動向や円滑な審査のための法務省のこれまでの取組状況を 「第３ 我が，

国における出入（帰）国審査の現状」においては，検討の前提となる現行の審

査手続等を 「第４ 諸外国における出入（帰）国審査の合理化の現状」にお，

いては，検討の参考になる諸外国の審査合理化策の例を，それぞれ記載した。

， ，「 （ ） 」 ，これらを踏まえ 最後に 第５ 出入 帰 国審査の合理化策 において

これまでの検討会議での議論を第６次出入国管理政策懇談会において取りまと

めて記載している。

今後，法務省において，この報告で示した方策の具体化と実現に向けた取組

が早急に行われることを期待している。

１ 検討会議開催の背景等

平成１５年１月の第１５６回国会施政方針演説において，小泉内閣総理大臣

（当時）は，当時約５００万人であった訪日外国人旅行者を平成２２年に倍増

させることを目標として打ち出し，政府全体として観光立国実現に取り組む契

機となった。

その後，平成１５年５月には観光立国関係閣僚会議が設置され，同年７月に

は「観光立国行動計画」が策定された。

さらに，平成１８年には観光立国推進基本法が成立し，平成１９年６月には

同法に基づく「観光立国推進基本計画」が策定され，平成２４年３月には同計

画が改定された（閣議決定 。）

この間，増加傾向を見せていた訪日外国人数は，平成２０年９月からの世界

的金融危機の影響等により一時的に減少し，その後回復し始めたが，平成２３

年３月の東日本大震災の影響により再び減少することとなった。

しかしながら，平成２３年後半には増加基調に戻り，平成２４年の外国人入

国者数は，約９１７万人となった。

こうした中で，訪日外国人数に関する政府の目標は，当初の２０１０（平成

２２）年に１，０００万人から，２０２０（平成３２）年に２，０００万人と
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され，さらに上記平成２４年３月の基本計画では，２０２０（平成３２）年初

めまでに２，５００万人を念頭に２０１６（平成２８）年までに１，８００万

人とされた。

訪日外国人２，５００万人という数は，現在の約３倍である。このような数

の外国人に対する出入国審査を円滑に，しかも厳格性を損なうことなく実施す

ることは，観光立国を推進する上で極めて重要であるが，現在の審査方法のま

までは，その対応が困難となることは明白である。

このため，訪日外国人２５００万人時代を見据えた新しい出入国審査の方法

を検討する必要があるが，その検討に当たっては，新しい方法を採用した場合

の日本人及び外国人の出入（帰）国に与える影響はもとより，バイオメトリク

ス情報の活用等先端技術に関する観点も取り入れる必要がある。

そこで，各界の有識者から，国家的・国民的見地に立った，また，専門的な

知見に基づく幅広い意見を聴取するため，本検討会議が開催されることとなっ

た。

２ 検討会議における議論

検討会議では，出入（帰）国審査の簡素・合理化に関する方向性について議

論され，平成２３年１０月１４日の初会合以来，１１回の会議及び１回の持回

り会議を開催した。

その中では，空港における出入（帰）国審査の実情視察，観光立国に関連の

深い５団体に対するヒアリング（資料１ ，バイオメトリクスを活用した認証）

機器の視察及び新しい自動化ゲートの実証実験状況の視察等を行い，出入国管

理行政の実情や最新技術の出入国管理行政での実用の可能性について理解を深

めた。

また，会議においては，新規来日外国人に対する出入国審査の合理化，今後

の自動化ゲート活用の在り方等種々の観点から，日本社会の安全・安心を守り

つつ観光立国を実現するために出入国管理行政が今後どうあるべきか，委員が

広く意見を交わした。

３ 中間報告

， ， （ ）検討会議においては 平成２３年度中の６回の会合の議論の結果 出入 帰

国審査の簡素・合理化の方向性について，バイオメトリクス情報を活用した新

しい出入（帰）国審査の問題を中心に中間報告として取りまとめ，法務大臣に

提出した。

， ， 。中間報告においては 基本的な考え方として 以下のような方向性を示した
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訪日外国人２５００万人時代は現在の約３倍もの外国人が来日する時代であ

り，その時代にふさわしい体制を政府全体，更には日本社会全体として整える

ことが必要である。

訪日外国人２５００万人時代に対応するため，出入（帰）国審査の合理化方

策を検討することが，当面，最も現実的であるが，出入国管理行政は，テロリ

スト等の入国を未然に防止し，日本社会の安全・安心を守るという重要な役割

も担っていることから，出入（帰）国者が大幅に増加したとしても，その役割

は確実に果たしていかなければならない。その観点からは，今後の方向性とし

て，入国審査の合理化を図るため，出入（帰）国審査の手続の一部を省略する

といった「簡素化」を行うことは望ましくない。

その前提で，出入国管理上問題のない人を予め特定し，その人と出入（帰）

国しようとする人との同一人性の確認を確実に行うことを基本として，出入

（帰）国手続の自動化を検討すべきである。

また，法務省が平成２４年度に行う日本人の自動化ゲートに関する実証実験

においては，ＩＣ旅券に搭載された顔写真と自動化ゲートで撮影した顔写真と

の照合により事前の利用者登録を必要としない方法や，現在，４大空港の各審

査場に１台しか設置されていない自動化ゲートを複数台設置した場合の利用者

， 。増を検証する実験を行い その結果を検討会議の議論に反映させるべきである

４ 新しい自動化ゲートの実証実験

検討会議の中間報告を踏まえ，平成２４年８月及び９月，成田空港及び羽田

空港において，日本人の新しい自動化ゲートに関する実証実験が行われた（資

料２ 。）

実証実験は以下の３種類の方法で行われ，延べ約５万６千人もの方々の協力

を得た。

① ＩＣ旅券の顔写真と自動化ゲート通過時に撮影した顔写真との顔認証

（事前登録は不要）

② 上記①の顔認証に加え，出国時に自動化ゲートで指紋情報を提供し帰国

時に出国時の指紋との指紋認証を実施（事前登録は不要）

③ 現行と同様の事前登録済み指紋情報との指紋認証を行う自動化ゲートを

各審査場に複数台設置

この実証実験の結果，３種類の実験のいずれにおいても，実験参加者の評価

は概ね好意的であり，実際に運用された場合には自動化ゲートを利用したいと

の意見が多数を占めた。

①及び②の実験では，事前の利用者登録を必要としないことから，頻繁に海
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外旅行を行わない旅行者にも利用しやすく，多くの方々の実験参加を得ること

ができたが，本人を本人と認証しないケースが多く，また，不正利用への対策

の必要性が明らかとなり，実運用に向けた課題が判明した。

③の実験では，利用者登録を行った方を対象としているため，機器操作に慣

れている方が多く，複数台設置により自動化ゲートの利用待ちがほとんど生じ

， （ ， ）。なくなったことから 従来に比べ大幅に利用者が増加した 資料３ 資料４

一方で，事前の利用者登録を必要とする点は，従来と同様であることから，利

用者登録手続の改善等利用者を増加させる方策の必要性が改めて認識された。

検討会議では，これらの実験結果を踏まえて，今後の自動化ゲートの在り方

について活発な意見交換を行った。
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第２ 我が国の出入（帰）国者数の状況と法務省の取組

１ 外国人入国者数の推移

我が国への外国人入国者数は，昭和６０年以降，概ね増加傾向にあり，平成

２２年には過去最高の約９４４万人を記録した。平成２３年には，東日本大震

災の影響もあり，約７１４万人と大幅に減少したが，平成２４年には約９１７

万人まで回復している（図１：外国人入国者数（年別 。））

新規入国者数（再入国許可による入国者数を除いた外国人入国者数）も同様

に，昭和６０年以降，概ね増加傾向にあり，平成２３年には約５４５万人と大

幅に減少したが，平成２４年には約７５５万人にまで回復している。

（注）外国人入国者数は，新規入国者数と再入国許可による入国者数の合計である。

このうち，再入国許可による入国者数は，既に我が国に在留資格又は特別永住者としての地位を

もって在留している外国人が再入国許可により一時的に出国し，再び入国した者の数である。

新規入国者数は，外国人入国者数から再入国許可による入国者を除いた数であり，初来日を意味

するものではないことから，過去に来日歴がある外国人であっても，我が国から出国し，再入国許

可によらず改めて来日する際には，手続上も統計上も新規入国者となる。

【図１：外国人入国者数（年別 】）

２ 日本人出国者数の推移

日本人出国者数は，米国等によるイラクに対する武力行使に伴うテロ懸念や

SARS（重症急性呼吸器症候群）のアジア地域での流行等の影響により大幅に減

少した平成１５年を除き，平成７年以降，継続して１,５００万人以上を記録

しており，平成２４年の日本人出国者数は約１,８４９万人と過去最高を記録
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した（図２：日本人出国者数（年別 。））

【図２：日本人出国者数（年別 】）

３ これまでの法務省の取組

（１）基本方針
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の登録を行った日本人及び外国人は自動化ゲートを利用することができるこ
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その後，平成２１年９月には関西空港及び中部空港に，平成２２年１０月

には羽田空港にも自動化ゲートを設置し，現在，全国で１６台の自動化ゲー

トが運用されている（実証実験用自動化ゲート２４台を除く 。。）

（４）水際対策の強化

テロリスト，犯罪者及び不法滞在しようとする者の入国を未然に防止する

ため，平成１９年１１月からは，我が国に上陸しようとする外国人に対し，

個人識別情報（指紋，顔写真）の提供を義務付け，上陸申請者と旅券名義人

との同一人性の確認及び入国管理局が保有する要注意人物リストとの照合を

より正確かつ迅速に行うことを可能としたほか，過去に退去強制歴がありな

がら，偽変造旅券や他人名義の旅券を利用して不法入国しようとする者につ

いても，確実に発見できる体制を構築し，テロリスト等の入国の未然防止を

図っている。

その結果，個人識別情報を活用した入国審査により入国を認められなかっ

た者は，この審査を開始して以降平成２４年１２月末までに，３，６２５人

（退去を命ぜられた者３，４１６人，退去強制手続が執られた者２０９人）

に達している。この審査の導入後１年間で，不法残留者の新規発生が約３５

パーセント減少しており，大きな成果を上げている。

なお，この個人識別情報を活用した入国審査により過去の退去強制歴が発

覚するのを避けるため，指先に異物を付着させたり，傷付ける等し，指紋を

偽装して入国を企図する者も発見されており，法務省では，外国人が指紋を

提供する際，入国審査官が審査ブース内の審査端末ディスプレイ上で，指に

異物の付着がないか等を確認できるようにする等の対策を講じている。
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第３ 我が国における出入（帰）国審査の現状

１ 日本人の出帰国審査

日本人の出帰国については，許可制ではなく，入国審査官が出国又は帰国す

る事実の確認を行うこととなっている（注 。）

入国審査官は，日本旅券を所持する人を日本人とし，その人が有効な旅券を

提示し，旅券の名義人と所持人が同一人であることを確認する。その確認の手

続の中で，日本旅券を悪用して，外国人が不法に入国する事案を発見すること

にも努めている。

出帰国の確認は，入国審査官が旅券に出国又は帰国の証印をすることによっ

て行われている。

（注）日本人の出帰国は，許可制とされていないが，一方で，旅券法には，日本旅券は一定の事由が

ある場合には，発給の制限がなされること等が定められている。

（参考）○入管法第６０条 日本人の出国

１ 本邦外の地域に赴く意図をもって出国する日本人（乗員を除く ）は，有効な旅券を所持。

し，その者が出国する出入国港において，法務省令で定める手続により，入国審査官から

出国の確認を受けなければならない。

○入管法第６１条 日本人の帰国

１ 本邦外の地域から本邦に帰国する日本人（乗員を除く ）は，有効な旅券（有効な旅券を。

所持することができないときは，日本の国籍を有することを証する文書）を所持し，その

者が上陸する出入国港において，法務省令で定める手続により，入国審査官から帰国の確

認を受けなければならない。

２ 外国人の入出国審査

入管法において，上記１の日本人以外の人は全て外国人であり，我が国への

入国に当たっては入国審査官から上陸許可を受けなければならず，一方，出国

については，入国審査官が出国する事実の確認を行うこととなっている。

（１）外国人の入国審査

我が国に上陸しようとする外国人は，有効な旅券を所持し，査証が必要な

ときは，その所持する旅券に事前に日本国領事官等から査証を受けていなけ

ればならない。上陸の申請は，外国人が，入国審査官に旅券とＥＤカードを

提出して行う。

また，平成１９年１１月から，上陸申請をしようとする外国人は，入国審

査官に対し，個人識別情報（指紋，顔写真）の提供をしなければならないこ

ととなった（特別永住者等一部免除される者あり 。）

入国審査官は，外国人から上陸の申請があり，当該外国人が個人識別情報

の提供をしたときは，当該外国人が上陸条件に適合しているかについて審査

し，適合していると認定したときは，在留資格及び在留期間を決定し，その
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所持する旅券に上陸許可の証印を行う。

なお，上陸のための条件は以下のとおりである。

【上陸条件】

① 有効な旅券及び（必要な場合は）有効な査証を所持していること（入管

法第７条第１項第１号）

② 在留資格該当性等があること（入管法第７条第１項第２号 （再入国許）

可を受けている者は審査しない）

・本人の申立てが虚偽でないことの確認

・本邦で行おうとする活動が在留資格に該当することの確認

・上陸許可基準の適用がある在留資格については，当該基準に適合するこ

との確認

③ 滞在予定期間が法務省令で定める在留期間に適合すること（入管法第７

条第１項第３号 （再入国許可を受けている者は審査しない））

④ 入管法第５条に定める上陸拒否事由に該当していないこと（入管法第７

条第１項第４号）

（２）外国人の出国確認

入管法において，外国人の出国については，入国審査官が出国する事実の

確認のみ行うこととなっている。

出国確認手続は，出国確認を受けようとする外国人が，入国審査官に旅券

とＥＤカードを提出し，入国審査官は，提出されたＥＤカードの記載事項を

確認するとともに，当該外国人が，有効な旅券を所持し，旅券の名義人と所

持人が同一人であること及び出国確認留保（注）の対象者ではないことを確

認した上で，入国審査官が旅券に出国の証印をすることによって行われる。

（注）入管法第２５条の２に規定されており，入国審査官は，重要な犯罪につき訴追され又は逮

捕状が発せられている者等について，２４時間に限り出国確認を留保することができること

とされている。

（参考）入管法第２５条 出国の手続

１ 本邦外の地域に赴く意図をもって出国する外国人（乗員を除き，第２６条の規定に

より再入国の許可を受けて出国する外国人を含む ）は，その者が出国する出入国港。

において，法務省令に定める手続により，入国審査官から出国の確認を受けなけれ

ばならない。

３ 自動化ゲート

（１）自動化ゲートの利用

自動化ゲートとは，あらかじめ入国管理局に指紋等を提供して利用者登録

を行った日本人及び外国人が，出入（帰）国時に，自分で旅券や指紋を機械

的に読み取らせることにより，出入国の手続を自動化する機械であり，この
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利用者は入国審査官のいる通常の審査ブースに並ぶ必要がない。

通常，出入（帰）国に際しては入国審査官が旅券に証印をするが，自動化

ゲートを利用した場合は，証印はされない（注 。）

（注）証印を希望する人は，申出により，入国審査官のいる審査ブースで証印を受けることが可能で

ある。

（２）利用対象者及び利用者登録手続

利用対象者は，日本人及び在留外国人のうち，事前に利用者登録を行った

人である。

利用者登録は，東京入国管理局，同成田空港支局（出国審査場 ，同羽田）

空港支局（出国審査場及び出国ロビー ，名古屋入国管理局，同中部空港支）

局（出国審査場 ，大阪入国管理局及び同関西空港支局（出国ロビー）の７）

つの官署において行うことができる。

利用者登録は，日本人は，利用希望者登録申請書の提出及び両手（人差し

指）の指紋情報の提供，外国人はそれらに加え顔写真の提供が必要である。

（３）利用者登録者数及び利用者数

利用者登録者数は，平成２０年は４万４，８８９人（日本人３万６，１３

４人 外国人８ ７５５人 であったが 平成２４年は６万９ ０４３人 日， ， ） ， ， （

本人６万１，０５３人，外国人７，９９０人）と大幅に増加している。

利用者登録者の累計は，平成２４年末までに２９万９，７３０人（日本人

２５万６，１０４人，外国人４万３，６２６人）に上っている。

また，利用者数も，平成２０年は１９万８，７６０人（日本人１７万２，

， ） ， ，９４２人 外国人２万５,８１８人 であったが 平成２４年は１０３万７

３５２人（日本人９５万０，２４３人，外国人８万７，１０９人）と大幅に

増加している。

（４）出張による利用者登録の実施

入国管理局においては，自動化ゲートの利用推進のため，利用者登録を増

加させるべく，各種広報活動を行っている。しかし，上記（２）のとおり，

利用者登録を行うことができる場所が，入国管理局の７つの官署に限られて

いることから，利用者登録の増加のために，多数の利用者登録が見込める企

業等に入国管理局の職員が出張し，登録を受け付けている。

この出張による利用者登録により，平成２１年５月から平成２４年１２月

末までに２，５３４人の登録が受け付けられている。
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第４ 諸外国における出入（帰）国審査の合理化の現状

諸外国においては，年々増加する国境を越える人の動きに対応するため，出

入国審査の簡素・合理化や体制の整備を推進している。

法務省の行った調査・研究において，諸外国における出入国審査の簡素・合

理化の現状について調査が行われ，検討会議に報告があった。その概要は以下

のとおりである。

１ 諸外国における方策

諸外国における出入国審査の簡素・合理化の方策としては，主として出入国

手続の自動化（自動化ゲートの導入）及び複数国によるトラスティド・トラベ

ラー・プログラムの導入が行われている。

複数国によるトラスティド・トラベラー・プログラムとは，参加国間で，出

入国管理上信頼のできる旅行者をトラスティド・トラベラーとして特定し，ト

ラスティド・トラベラーの出入国については，自動化ゲートや特設レーンを用

い，迅速な手続を行う方法のことをいう。

自動化ゲート及び複数国によるトラスティド・トラベラー・プログラムとも

に，各国は様々な方法により実施しており，例えば，自動化ゲートについて見

ると，利用するバイオメトリクス情報や利用に際しての登録の要否等について

国際的に統一された方法は現時点では見当たらず，複数国によるトラスティド

・トラベラー・プログラムについても，審査の際に利用するバイオメトリクス

情報及びトラスティド・トラベラーとしての特定の基準等については，各々の

枠組みにより異なっている。

自動化ゲート及び複数国によるトラスティド・トラベラー・プログラムのほ

か，出入国審査の簡素・合理化の方策としては，米国がカナダ及びアイルラン

ド等において行っているプリクリアランス（注１ ，米国が査証免除プログラ）

ムの対象者に対して行っている電子渡航認証システムによる渡航前の情報の提

出がある（注２ 。上陸審査は，申請者が，当該国に到着し，上陸の申請を行）

ってから開始されるものであるが，到着前に，審査の一部を事前に行うことに

より，審査処理時間の短縮化を図るものである。

更に，シェンゲン協定を締結しているヨーロッパ諸国（注３）では，締結国

の国民は，他の締結国の国境で出入国の手続を行うことなく移動ができる上，

締結国外の国の国民についても，査証が要る場合には共通査証を発行する等，

出入国管理の一部を共通化している。

（注１）プリクリアランス（事前入国審査）の例としては，米国がカナダ，アイルランド等の空港に，

事前入国手続用の施設を設置し，入国管理担当職員を派遣し，米国内における入国審査と同様の

審査を実施している。

（注２）電子渡航認証システム（ESTA:Electronic System for Travel Authorization）とは，査証免除
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プログラムに基づいて米国を訪問しようとする外国人に対し，出入国記録カードの記載事項をオ

ンラインで事前に提出させるものである。原則として，出国する７２時間前までに申請し，米国

入管当局の認証を受ける必要がある。この認証は２年間若しくは旅券の有効期間のいずれかのう

ち，短い期間有効である。

（ ） ， ， ， ， ， ， ，注３ オーストリア ベルギー デンマーク チェコ共和国 エストニア フィンランド フランス

ドイツ，ギリシャ，ハンガリー，アイスランド，イタリア，ラトビア，リトアニア，ルクセンブ

ルク，マルタ，オランダ，ノルウェー，ポーランド，ポルトガル，スロバキア，スロベニア，ス

ペイン，スウェーデン，スイス

２ 出入国審査の自動化（自動化ゲートの導入）

諸外国においては，自動化ゲートについて，どのような人を対象として出入

国審査の簡素・合理化を行うのかという行政上の目的により，自動化ゲートの

利用のための登録及び利用するバイオメトリクス情報が異なっている。

（１）自動化ゲートの利用者登録及び利用するバイオメトリクス情報

諸外国においては，バイオメトリクス情報を利用し，同一人性の確認を行

っており，その利用するバイオメトリクス情報は，指紋，顔，虹彩を単独で

又はこれらのうちの二つを組み合わせて利用している。

同一人性の確認のためには，出入国審査の際に提供されたバイオメトリク

ス情報を，自動化ゲートの利用者登録の際に提供されたバイオメトリクス情

報と照合する方法と，旅券のＩＣチップ内に搭載されているバイオメトリク

ス情報（注）と照合するという方法の２つの方法がある。旅券のＩＣチップ

内に搭載されているバイオメトリクス情報と照合する場合には，自動化ゲー

トの利用者登録が不要となる。

利用者の観点からは，利用者登録がなく，旅券のＩＣチップ内に搭載され

ているバイオメトリクス情報を利用する方が利便性が高く，また，入国管理

当局にとっても，自動化ゲートの利用者の拡大を図ることができる。

ただし，旅券のＩＣチップ内に搭載されているバイオメトリクス情報は，

国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）の基準により，顔画像のみが必須であり，指

紋又は虹彩を搭載するか否かは各国がそれぞれ決定できることとされている

ため，利用者登録がない方法を選択する場合の同一人性確認手段は，自国民

については自国のＩＣ旅券に搭載されたバイオメトリクス情報によることと

なるほか，外国人も対象とするときは，顔画像による同一人性の確認が中心

となる。

バイオメトリクス情報の同一人性の確認の精度については，各バイオメト

リクス情報を単純に比較することは困難であるが，一般的に，指紋は顔画像

よりも，経年に強く普遍性があり，また，提供する際に，周囲の明るさ等の
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環境に左右されないとされているようである。

（注）旅券のＩＣチップ内に搭載されているバイオメトリクス情報は国際民間航空機関（ICAO）の基

準においては顔画像は必須，指紋及び虹彩情報は任意とされている。同機関によると，平成２３

年７月現在，ＩＣ旅券を導入している国は９３か国であり，うち指紋情報を搭載している国は４

。５か国，虹彩情報を搭載している国はない

（２）諸外国の事例

諸外国においては，自動化ゲートの利用者は，主として，自国民，自国民

に準ずる外国人及びその他の在留外国人である。

調査・研究においては，諸外国における自動化ゲートの現状について，利

用者登録の要否及び利用するバイオメトリクス情報と利用者等について，下

記のとおり分類している。

諸外国の特徴としては，下記アの利用者登録がない自動化ゲートは，顔画

像を同一人性の確認に利用しているが，自動化ゲートを完全に機械化するの

ではなく，入国審査官による同一人性の確認も別途行うという方策を加えて

いる。

また，利用者については，下記アの場合は，自国民及び自国民に準ずる外

国人を対象としており，下記イの利用者登録がある自動化ゲートの場合は，

利用者登録の際に審査を行うこともあり，中長期在留外国人等にまで利用者

の範囲が広がっている。

ア 利用者登録なし（資料５）

（ア）英国（ e-Passport Gates ：顔写真)「 」

利用者： 自国民）１８歳以上の自国民（

（外国人）１８歳以上の欧州経済領域（EEA：European Economic

Area）国人及びスイス人

その他：機械による認証に加え，３台に１人の入国審査官を配置し，別

途同一人性を確認

（イ）オーストラリア（ SmartGate ：顔写真）「 」

利用者： 自国民）１６歳以上の自国民（

（外国人）１６歳以上のニュージーランド人

その他：機械による認証に加え，６台に１人の入国審査官を配置し，別

途同一人性を確認

イ 利用者登録あり（資料６）

（ア）米国（ Global Entry ：顔写真，指紋）「 」

利用者： 自国民）１４歳以上の自国民（

（外国人）１４歳以上の永住者，「Privium」登録者のオランダ人
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審査基準：犯罪歴，入管法違反等の有無

（イ）オランダ（ Privium ：顔写真，虹彩）「 」

利用者： 自国民）年齢等による制限無し（

（外国人）EEA国人及びスイス人

審査基準：犯罪歴，入管法違反等の有無

（ウ）韓国（ Smart Entry Service ：顔写真，指紋）「 」

利用者： 自国民）１７歳以上の自国民（

外国人 １７歳以上の 駐在 企業投資 貿易経営 教（ ） 「 」，「 」，「 」，「

授 「研究 「技術指導 「専門職業」の在留資格を」， 」， 」，

有する者及びその同伴者，自国民の配偶者で「結婚移

民」の在留資格を持つ者等

審査基準：出国禁止事由該当，入管法違反等の有無

３ 複数国によるトラスティド・トラベラー・プログラム

， ， ，複数国によるトラスティド・トラベラー・プログラムは 通常 参加国間で

利用者の特定，審査基準，利用者登録方法及び出入国手続等について合意がな

され，協定を締結して実施している（資料７ 。この方法は，上記２の自動化）

ゲートとは異なり，複数国において利用者登録の審査を行うため，当該国では

利用者登録の審査を行うための十分な情報を持っていない外国人（観光客等の

短期滞在外国人）についても，情報を有している国籍国が審査を行い，利用者

登録の可否を判断するため，観光客等の短期滞在外国人についてもトラスティ

ド・トラベラー・プログラムの対象とすることが可能となっている。諸外国の

事例は以下のとおりである。

（１）米国とオランダ（ FLUX ，米国は顔写真及び指紋，オランダは顔写真及「 」

び虹彩）

利用者： 米国）１４歳以上の「Global Entry」登録者（

（オランダ 「Privium」登録者）

審査基準：犯罪歴，刑事調査対象者該当，入管法違反等の有無

審査手段：利用者は自動化ゲートを利用

その他：両国単独のトラスティド・トラベラー・プログラムを基盤に連

携を図っている。米国は同様の枠組みを，英国，ドイツ及び韓国

と実施する予定である。

（２）ＡＰＥＣ域内のＡＢＴＣ（ＡＰＥＣ・ビジネス・トラベル・カード）参加

国（ＡＰＥＣ加盟国のうち，日本，韓国，香港，オーストラリア等１８か国

・地域）
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利用者：ＡＰＥＣ・ビジネス・トラベル・カード参加国の国民

審査手段：利用者用に専用に設けられた審査レーンを利用

審査基準：犯罪歴がないこと，商用目的でAPEC申請書その他の提出書類

に虚偽の記載がないこと
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第５ 出入（帰）国審査の合理化策

観光立国の実現に向けた官民挙げての取組により，今後，訪日外国人は大幅に

増加することが予想されているが，現行の出入国審査体制と審査方法のままで，

政府目標の２，５００万人という現在の３倍もの外国人の出入国審査を行おうと

すれば，長時間の審査待ち時間が発生し，我が国に関心を持って来日した外国人

を落胆させる結果となることは明らかである。

そこで，以下に掲げるような合理化策を講ずることにより，出入国審査の厳格

性を確保した上で，より迅速な審査が可能となり，訪日外国人を我が国の玄関口

で初めに迎える入国管理局の役割を果たしていけるものと考える。

この検討の主眼は，２，５００万人のうちの大多数を占めると考えられる新規

来日外国人（在留外国人の再入国許可による入国を除いた新規入国の外国人であ

り，初来日の意味ではない ）の審査の合理化であるが，より機械化（自動化）。

になじみやすい日本人及び在留外国人の出入（帰）国審査の合理化を併せて実施

することにより，入国審査官を始め審査機器，施設等のより効率的な活用を図る

ことができると考え，これらも検討の対象とした。

１ 新規来日外国人の出入国審査の合理化

（１）信頼できる渡航者（トラスティド・トラベラー）に対する合理化

新規来日外国人に対する入国審査は，テロリスト，犯罪者及び不法滞在を

企図する者等の入国を防止するための入国管理行政の最も重要な業務の一つ

であることから，新規来日外国人の出入国審査の合理化策には，現行の入国

審査官による入国時の審査を，その厳格性を犠牲にすることなく，対面によ

る事前審査（利用者登録）と機械（自動化ゲート）の組合せ等によってどこ

まで代替できるかが課題となる。

こうした観点から検討すると，新規来日外国人のうち信頼できる渡航者に

ついては，厳正な事前審査を行うこと及び空海港においてバイオメトリクス

を活用した本人確認を確実に行うことにより，自動化ゲートによる審査対象

とすることが可能ではないかと考える。

ア 自動化ゲート利用の対象者

新規来日外国人の自動化ゲートの利用には，利用者登録（事前審査）を

要することから，繰り返し我が国を訪れる外国人を主たる対象とすること

が効果的である。

当面は，繰り返し来日する割合が高く 「信頼できる渡航者」の要件を，

定めやすい商用目的の入国者の一部を自動化ゲートの対象とすることとし

て新たな枠組みを構築し，その実施状況を検証した上で，順次対象の拡大
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を検討していくべきものと考える。

なお，対象者の要件については，ＡＢＴＣ（ＡＰＥＣ・ビジネス・トラ

ベル・カード）や商用目的の数次査証の要件等を参考に，法務省において

具体的な検討を進めることが望まれる。

イ 利用者登録（事前審査）手続

利用者登録（事前審査）手続については，在外公館等の国外で行う方法

も考え得るが，短期滞在査証免除が広く行われており，また，査証を取得

する外国人についても旅行業者等による代理申請により査証発給を受ける

ことが多いことから，初回の入国審査は自動化ゲートによる審査の対象と

することなく，日本国内（空港等）でバイオメトリクス情報の提供を受け

て利用者登録手続を行うことが現実的である。以後の自動化ゲート利用時

， ，には 登録した者のバイオメトリクス情報との照合を行うこととなるので

利用者登録時の本人確認と登録要件への該当性の確認が極めて重要であ

る。

ウ 自動化ゲート利用時の合理化

自動化ゲートによる審査に際しては，ＥＤカードの紙による提出を不要

とし，旅券情報，事前旅客情報及び利用者登録時の情報を活用し，最小限

の事項のみを本人が自動化ゲートのタッチパネルにより入力するなど，必

要な情報は確実に提供させつつ，利用者の負担軽減を図ることを検討して

いくべきである。

なお，日本人及び中長期在留外国人の自動化ゲートの利用に際しては，

出入国の証印を省略しているが，在留カードが交付されない新規来日外国

人の自動化ゲートの利用に際しては，我が国に適法に入国・在留している

ことを明らかとするため，入出国の証印は行うべきである。ただし，証印

の方法については，入国審査官によらない方法を含め，合理的で確実な方

法を検討すべきである。

（２）外国との連携による合理化

外国との二国間の連携による出入国手続の合理化は，相手国政府との個別

の協議により対象者の要件や情報交換等の枠組みを決定することが可能であ

り，諸外国においても，二国間の連携による出入国手続の合理化が行われて

いる例がある。我が国では，平成２４年４月の日米首脳会談において，米国

のグローバル・エントリー・プログラムへの日本の参加を通じるなどして，

日米両国からの信頼された渡航者に対する入国審査の迅速化に取り組むこと

が合意されていることから，この協議を積極的に進め，合意がなされた場合

には，同プログラムの対象者は上記(1)の信頼できる渡航者として自動化ゲ
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ートを利用できることとすべきである。

また，他の国・地域との間でも，同様の枠組み構築を検討していくととも

に，将来的には，多国間の枠組み構築も視野に入れていくことが望ましい。

（３）クルーズ船審査の合理化

近年，東アジア地域でのクルーズ船就航の増加及び大型化に伴い，クルー

ズ船を利用して我が国を訪れる外国人は増加傾向にある。クルーズ船の多く

は，朝入港して夕方には出港するなど我が国の海港での寄港時間が短時間で

あることから，観光や買い物等の時間を確保するため，迅速な入国審査が強

く求められている。

平成２４年６月から法務省が試行を開始した寄港地上陸許可制度を活用し

た新たな審査方式は，航行中の乗客の負担を軽減しつつ，乗客の円滑な下船

を可能としており，関係者からも好評である。

したがって，今後も継続すると予想されるクルーズ船就航の増加と大型化

に対応し，クルーズ船観光客の利便性を向上させるため，この新たな方式を

更に拡充できないかを検討するとともに，そのために必要な人員配置及び端

末機器の整備を図っていくべきである。また，今後，クルーズ船就航の増加

状況を見つつ，現在主要空港に設置されている自動化ゲートを海港に設置す

ることについても検討を進めることが望まれる。

（４）航空機乗員に対する審査の合理化

航空機の外国人乗員については，入国の都度，個人識別情報の提供を受け

た上で乗員上陸許可を行っているが，外国人乗員及び入国審査官双方の負担

軽減の観点から，あらかじめ数次乗員上陸許可を受けた外国人乗員について

は自動化ゲートによる審査の対象とし，乗員審査の円滑化を図るとともに，

乗員上陸の審査に従事している入国審査官の一部を一般の新規来日外国人の

審査に充てることを検討していくべきである。

２ 日本人の出帰国審査の合理化

日本人の出帰国審査の合理化は，今後大幅な増加の見込まれる新規来日外国

人の出入国手続そのものの合理化ではないが，日本人の出帰国審査を担当して

いる入国審査官の一部を外国人の出入国審査に充てることにより，その迅速・

円滑化につながることが期待できる。

日本人の出帰国審査は，外国人の入国審査のような許認可ではなく，日本人

本人が出帰国した事実の確認にとどまるため，比較的機械化になじみやすく，

既に自動化ゲートの利用が可能となっているが，事前の利用者登録が必要であ

り，また，自動化ゲートが４大空港の各審査場に１台ずつしか設置されていな

いことが，利用者が大幅に増加しない要因となっている。
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こうした背景から，検討会議が平成２４年３月に法務大臣に提出した中間報

告では，日本人の自動化ゲート利用を促進するための方策として，法務省にお

いて顔認証を活用した自動化ゲートや自動化ゲートの複数台設置等の実証実験

を実施するよう求め，第１の４のとおり３種類の実証実験が行われた。

実証実験結果に関する法務省の報告では，顔認証を活用した２種類の実験結

果は，本人を認証しないエラーがかなり発生しており，更なる改善が必要と思

われる。具体的には，機器の形状・撮影角度等機器自体の改善のほか，利用者

への案内方法，入国審査官等の人の目による確認との組み合わせによる厳格性

の確保等が考えられる。

指紋認証による自動化ゲートを複数台設置した実証実験では，複数台設置に

より自動化ゲートの混雑が解消されたことから利用者の増加がみられ，利用者

の評価も高かったが，一方で，事前の利用者登録が必要な点は現行と同様であ

り，日本人出帰国者のほとんどを自動化ゲートによる審査に移行することまで

は困難と考えられる。

（１）今後の自動化ゲートの在り方

上記の結果から，直ちに顔認証のみによる自動化ゲートを導入することは

困難であるが，ＩＣ日本旅券に搭載されているバイオメトリクス情報は顔写

真のみであり，この顔写真を活用することにより事前登録手続を不要とする

ことができるという大きな利点があるので，自動化ゲート利用者を画期的に

増加させることが期待できる。したがって，法務省において，顔認証の技術

的動向を注視しつつ，実証実験の結果を踏まえ，自動化ゲートに顔認証を活

， ，用するために解決すべき課題を示して民間事業者の技術開発等を促し また

入国審査官等人の目による厳格性の確保方策等を引き続き検討し，可能な限

り早期に顔認証による自動化ゲートの導入を図ることが望まれる。

， ，しかしながら 顔認証による自動化ゲートの導入が可能となるまでの間は

現行の指紋認証による自動化ゲートを各審査場に複数台設置して利便性の向

上を図ること等により，日本人の出帰国者に可能な限り自動化ゲートが利用

されるような工夫を行っていくべきである。

（２）日本人自動化ゲートの当面の改善策

当面の日本人を対象とする自動化ゲートの具体的改善策は，以下のとおり

である。

ア 自動化ゲートの複数台設置

現行の指紋認証方式による日本人専用自動化ゲートを一つの審査場に複

数台設置することにより，自動化ゲート利用のための待ち時間を解消する

とともに，一部の機器に障害が発生する等した際にも利用を可能とする。
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なお，自動化ゲートの増設に当たっては，利用者の増加に応じて徐々に

行うのではなく，思い切った増設を図ることにより，観光立国実現とその

ための自動化ゲートの利用拡大に対する国の意思を示していくべきであ

る。

イ 利用者登録手続の改善

現状では，利用者登録窓口に待ち行列が生ずる場合がある等登録手続に

時間を要することが，登録をためらわせる一因となっていることから，以

下のように登録手続の大半をセルフサービスにより行うことにより，その

ための入国管理局職員の増配置を伴わずに，登録手続を迅速化することを

検討すべきである。

なお，いったん利用者登録が完了すれば，以後の出帰国は登録済みの指

紋情報との認証により同一人性を確認することとなるため，登録手続時の

旅券名義人と利用者登録申請者本人との同一人性確認は，確実に行う必要

があり，登録手続の一部をセルフサービス化した場合でも，入国管理局職

員の面前で行われるべきである。

（ア）利用者登録窓口への登録機器複数台設置

利用者登録窓口に登録機器を複数台（３台程度）設置し，登録待ちが

生じないようにする。

（イ）利用者登録の迅速化

利用者登録申請書の記載事項を最小限として入力時間を短縮した上

で，申請者本人が旅券をリーダーに読み取らせ，指紋情報を登録し，旅

券情報から読み取れない項目のみをタッチパネルにより入力することと

する。

また，必要事項の入力と指紋情報提供等の登録手順についても，認証

のための十分な品質の指紋情報取得が困難な登録希望者がいることを踏

まえ，指紋情報取得が可能か否かの確認を先行させるなど合理的な手順

を検討すべきである。

（ウ）利用者登録場所の拡大等

利用者登録を促進するため，現在でも，入国管理局職員が海外出張者

の多い企業・団体等に出向いて利用者登録を行う出張登録を行っている

， ， ，が この取組を更に進めるとともに 利用者登録場所の拡大についても

， 。上記(ｲ)のような迅速化を行うことを前提に 検討していくべきである

なお，ＩＣ旅券に指紋情報が搭載されれば，顔認証によらなくても利

用者登録を不要とすることが可能となるところ 「人身取引対策行動計，

画2009 （平成２１年１２月犯罪対策閣僚会議決定）においては，日本」
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旅券の不正取得や不正行使事案への対策として，第二バイオメトリクス

を搭載した次世代ＩＣ旅券の導入を検討することとされている。この点

については，任意の希望者に対してのみＩＣ旅券に指紋情報を搭載する

， ， ，方法を含め 実現の方向で検討が進められることを期待しており 今後

ＩＣ日本旅券に指紋情報が搭載されることとなった場合には，自動化ゲ

ートにおける活用を検討することが望まれる。

３ 在留外国人（再入国）の出入国審査の合理化

在留外国人の再入国許可による出入国審査の合理化は，上記２の日本人の出

帰国審査の合理化と同様に，新規来日外国人の出入国手続そのものの合理化で

はないが，在留外国人の再入国による出入国審査を担当している入国審査官の

一部を新規来日外国人の出入国審査に充てることが可能となることから，その

迅速・円滑化につながる効果が期待できる。

在留外国人の出入国審査は，新規来日外国人の入国審査のような入国目的の

審査が不要であり，比較的機械化になじみやすく，既に自動化ゲートの利用が

可能となっているが，事前の利用者登録が必要であり，また，自動化ゲートが

４大空港の各審査場に１台ずつしか設置されていないこと，更には一般ブース

における審査と同様にＥＤカードの提出が必要であることが利用者が大幅に増

加しない要因となっている。

そこで，以下のような合理化策を講ずることにより，自動化ゲート利用の促

進を図るべきである。

（１）自動化ゲートの複数台設置

現行の指紋認証方式による再入国専用自動化ゲートを一つの審査場に複数

台設置することにより，自動化ゲート利用のための待ち時間を解消するとも

に，一部の機器に障害が発生する等した際にも利用を可能とする。

（２）ＥＤカード提出の電子化

在留外国人の自動化ゲート利用に際しては，ＥＤカードの紙による提出を

不要とし，旅券情報，事前旅客情報及び利用者登録情報等入国管理局があら

かじめ保有している情報を活用し，最小限の事項のみを本人が自動化ゲート

のタッチパネルにより入力して確認するなど，必要な情報は確実に得つつ，

利用者の負担軽減を図る。

４ 合理化策の実施に向けて

（１）広報・周知活動の充実

ここに掲げた合理化策は，実現すれば円滑かつ適正な出入国審査の実現に

大きく寄与するものであるが，制度や機材は，それを整備すること自体に意

味があるものではなく，利用されてこそ効果を発揮するものである。
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例えば，日本人であっても，自動化ゲートの存在そのものを知らなければ

利用者登録を行うはずはなく，利用にはつながらない。同様に，せっかく新

規来日外国人の一部を自動化ゲートの対象としても，その事実と効果が周知

されていなければ利用は伸びないであろう。

したがって，それぞれの合理化策の対象者に対し，その利点を理解してい

ただき，利用へとつなげるための広報・周知活動は極めて重要である。

その際，ホームページの活用や広報資料の作成等入国管理局が自ら行う広

報活動のほか，旅券事務所，空港会社，航空会社，旅行業者等民間の関係者

を通じるなどして，広くＰＲを図るべきである。

（２）実現のための取組

上記１から３の合理化策については，いずれも可能な限り早期の実施が望

まれるが，法令改正等制度的な対応が必要なもの，機器の整備・改修等予算

措置が必要なもの，外国との協議が必要なものなど，実施に向けた課題は様

々であることから，法務省において，早急に実施に向けた準備を開始すべき

施策と一定の時間を要する施策とを整理した上で，スピード感を持って取り

組んでいくべきである。

例えば，日本人用及び在留外国人用の自動化ゲートの複数台設置や利用者

登録の改善などは，現行の制度と現行の技術で対応が可能なのであるから，

直ちに必要な機器の整備等を行って実行に移すべきである。

また，新規来日外国人の一部の自動化ゲート利用については，法令等の制

度的な対応が必要であるので，これについても速やかに具体的な要件の検討

に着手すべきである。

一方で，外国との連携による出入国審査の合理化についても，外国との協

議の進展次第ではあるものの，早期の実現に向けて取り組んでいくべきであ

る。

そして，政府の中間目標である訪日外国人１，８００万人が達成されるま

でには，上記の合理化策が概ね実行され，政府目標の２，５００万人が達成

されるまでには，技術の進展によるところはあるが，顔認証を活用した自動

化ゲートも導入されていることを期待する。

こうした取組により，出入国管理行政は，観光立国の実現に大きく貢献す

ることが可能であり 「住んでよし，訪れてよしの国づくり」と「世界一安，

全な国 日本」を同時に実現するインフラとして，国民の期待に応えること

ができると考える。
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関係者ヒアリング結果

１ ヒアリング対象者

検討会議においては，日本人及び外国人の出入（帰）国審査の簡素・合

理化の検討において，観光立国を実現するために出入国管理行政が果たす

役割等について，関係者の意見を聴取するためヒアリングを実施した。

ヒアリングは，第３回及び第４回の会合において実施され，以下の関係

団体に御出席いただいた。

① 福岡市

② 株式会社ジェイティービー

③ 全日本空輸株式会社

④ 株式会社クルーズバケーション

⑤ 警察庁

（ ）ヒアリングの実施順で掲載

２ ヒアリングにおいて出された主な意見

（１）出入国審査の基本的な方向性について

・全ての空港関係者（税関，入管，検疫及び航空会社等）の協働によ

る空港全体でのプロセスの改善が必要である。

（ ）全日本空輸株式会社

・訪日外国人の増加のためには，入国審査の簡素化や柔軟な対応をお

願いしたい。

（ ）株式会社ジェイティービー

・アメリカでは 査証免除プログラムの対象者に対して ＥＳＴＡ 電， ， （

子渡航認証システム）を導入し，渡航前に入国のための必要な情報を

提供させることで， カードを廃止して，出入国審査の合理化を図ED
っており，有効な方策であると考える。

（ ）全日本空輸株式会社

（２）自動化ゲートについて

・人数に限りのある入国審査官及び空港施設の更なる柔軟な活用のた

め，機械化や自動化の推進が重要である。

（ ）全日本空輸株式会社

・自動化ゲートについては，台数の増設の他，積極的な広報や，登録

や使用手続の簡素化の検討が望ましい。

（ ）株式会社ジェイティービー

（３）クルーズ船乗客への審査について

1
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・クルーズ船乗客は，船の大型化とともに予想を超えて増えてきてい

るため，出入国審査の迅速化や港湾の整備が急務である。

（ ， ）福岡市 株式会社クルーズバケーション

・クルーズ船乗客に対する，海外臨船審査の実施は，出入国審査時間

の大幅な短縮に効果的であることから，可能な限り要請に応じて対応

していただきたい。

（ ， ）福岡市 株式会社ジェイティービー

・韓国では，クルーズ船の乗客の入国審査の簡素化を発表している。

クルーズ船の乗客については，船会社が，旅券情報や住所等の個人情

報を事前に有していることから，我が国においてもそれらを活用し入

国審査の簡素化を図ることが望ましい。

（ ）株式会社クルーズバケーション

（４）治安確保の観点からの意見について

・訪日外国人２５００万人の時代に対応するため，出入国審査の簡素

・合理化が必要であることは理解するが，簡素・合理化により犯罪者

の出入国が容易になることは好ましくない。バイオメトリクスの活用

等により出入国審査を高度化することができれば，日本の治安を維持

しつつ出入国審査を簡素・合理化できるのではないか。

（ ）警察庁

2
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2012/12/10

2012/12/24

2013/1/7

2013/1/21

利 用 者 数 ／ 週
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諸
外

国
に

お
け

る
利

用
者

登
録

を
行

わ
ず

に
利

用
可

能
な

出
入

国
審

査
手

続
に

つ
い

て

（
注

）
ス

マ
ー

ト
ＩＤ

カ
ー

ド
：
11

歳
以

上
の

全
て

の
香

港
住

民
が

登
録

し
（
免

除
さ

れ
た

者
を

除
く
）
、

ＩＣ
チ

ッ
プ

に
顔

写
真

や
指

紋
（
２

指
）
等

の
情

報
が

格
納

さ
れ

た
ＩＤ

カ
ー

ド
。

出
典

：
法

務
省

資
料

，
各

国
入

管
当

局
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

情
報

等
に

基
づ

き
入

国
管

理
局

作
成

英
国

豪
州

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

香
港

e-
P

as
sp

o
rt

 G
at

es
S
m

ar
tG

at
e

e
IA

C
S
(e

n
ha

nc
ed

 I
m

m
ig

ra
ti
o
n

A
u
to

m
at

e
d 

C
le

ar
an

c
e 

S
ys

te
m

)
e-

C
h
an

ne
l

20
08

年
8
月

20
07

年
8
月

2
0
06

年
3月

20
04

年
1
2月

主
要

1
0
国

際
空

港
（バ

ー
ミ

ン
ガ

ム
国

際
，

ブ
リ

ス
ト

ル
，

カ
ー

デ
ィ

フ
，

イ
ー

ス
ト

・
ミ

ッ
ド

ラ
ン

ド
，

エ
デ

ィ
ン

バ
ラ

，
ガ

ト
ウ

ィ
ッ

ク
，

ヒ
ー

ス
ロ

ー
，

ル
ー

ト
ン

，
マ

ン
チ

ェ
ス

タ
ー

，
ス

タ
ン

ス
テ

ッ
ド

）

主
要

8
国

際
空

港
（
シ

ド
ニ

ー
，

ア
デ

レ
ー

ド
，

ブ
リ

ス
ベ

ン
，

ケ
ア

ン
ズ

，
メ

ル
ボ

ル
ン

，
パ

ー
ス

，
ゴ

ー
ル

ド
コ

ー
ス

ト
，

ダ
ー

ウ
ィ

ン
）

チ
ャ

ン
ギ

空
港

チ
ェ

ッ
ク

ラ
ッ

プ
コ

ッ
ク

空
港

（
香

港
国

際
空

港
）

マ
カ

オ
フ

ェ
リ

ー
タ

ー
ミ

ナ
ル

中
国

フ
ェ

リ
ー

タ
ー

ミ
ナ

ル
チ

ュ
ン

モ
ン

入
境

所
ロ

ー
ウ

ー
入

境
所

　
　

等

IC
旅

券
 （

顔
写

真
情

報
を

格
納

）
IC

旅
券

（
顔

写
真

情
報

を
格

納
）

旅
券

(M
R

P
)

ス
マ

ー
ト

ID
カ

ー
ド

（
指

紋
，

顔
写

真
情

報
を

格
納

）（
注

）

顔
写

真
顔

写
真

指
紋

（
１

指
）

指
紋

（
１

指
）

①
IC

旅
券

を
読

み
取

ら
せ

る
②

レ
ー

ン
内

に
進

み
，

カ
メ

ラ
に

向
か

い
顔

情
報

を
提

供
す

る
③

提
供

さ
れ

た
顔

情
報

と
IC

旅
券

に
格

納
さ

れ
た

顔
情

報
と

の
照

合
④

問
題

が
無

い
場

合
，

ゲ
ー

ト
が

開
き

，
入

国
手

続
は

終
了

す
る

①
コ

ン
コ

ー
ス

に
あ

る
キ

オ
ス

ク
で

IC
旅

券
を

読
み

取
ら

せ
，

タ
ッ

チ
ス

ク
リ

ー
ン

で
税

関
等

に
関

す
る

質
問

に
つ

い
て

申
告

す
る

②
S
m

ar
tG

at
e
の

利
用

が
可

能
と

さ
れ

た
場

合
，

S
m

ar
tG

at
e
チ

ケ
ッ

ト
の

発
行

を
受

け
る

③
ゲ

ー
ト

で
S
m

ar
tG

at
e
チ

ケ
ッ

ト
を

挿
入

す
る

④
顔

情
報

を
提

供
す

る
⑤

提
供

さ
れ

た
顔

情
報

と
IC

旅
券

に
格

納
さ

れ
た

顔
情

報
と

の
照

合
⑥

問
題

が
無

い
場

合
，

ゲ
ー

ト
が

開
き

，
入

国
手

続
は

終
了

す
る

①
旅

券
（
M

R
P

）
を

読
み

取
ら

せ
る

②
レ

ー
ン

内
に

進
み

，
指

紋
を

提
供

す
る

③
提

供
さ

れ
た

指
紋

と
当

局
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
保

存
さ

れ
て

い
る

指
紋

情
報

と
の

照
合

④
問

題
が

無
い

場
合

，
ゲ

ー
ト

が
開

き
，

入
国

手
続

は
終

了
す

る

①
ス

マ
ー

ト
ID

カ
ー

ド
を

読
み

取
ら

せ
る

②
レ

ー
ン

内
に

進
み

，
指

紋
を

提
供

す
る

③
提

供
さ

れ
た

指
紋

と
ス

マ
ー

ト
ID

カ
ー

ド
内

の
指

紋
情

報
と

の
照

合
④

問
題

が
無

い
場

合
，

ゲ
ー

ト
が

開
き

，
入

国
手

続
は

終
了

す
る

自
国

民
1
8
歳

以
上

の
IC

旅
券

保
有

者
1
6
歳

以
上

の
IC

旅
券

保
有

者

①
指

紋
が

国
民

登
録

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
登

録
さ

れ
て

い
る

者
で

旅
券

(M
R

P
)を

保
有

す
る

者
②

6歳
か

ら
1
5
歳

の
IC

旅
券

を
保

有
す

る
者 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
等

1
1
歳

以
上

の
永

住
者

で
ス

マ
ー

ト
ID

カ
ー

ド
の

発
給

を
受

け
た

も
の

外
国

人
1
8
歳

以
上

の
IC

旅
券

を
保

有
す

る
E
E
A

及
び

ス
イ

ス
国

民

1
6
歳

以
上

の
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
の

IC
旅

券
保

有
者

1
6
歳

以
上

の
G

lo
ba

l 
E
n
tr

yに
登

録
済

み
の

米
国

人
（
試

験
的

導
入

）

①
国

民
登

録
管

理
カ

ー
ド

に
登

録
し

た
永

住
者

②
入

管
局

に
指

紋
を

登
録

し
た

定
住

者
③

雇
用

省
に

指
紋

を
登

録
し

た
就

労
者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

等

渡
航

証
明

書
を

所
持

す
る

1
1
歳

以
上

の
居

住
者

で
ス

マ
ー

ト
ID

カ
ー

ド
の

発
給

を
受

け
た

者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
等

導
入

場
所

ゲ
ー

ト
利

用
時

に
活

用
す

る
バ

イ
オ

情
報

利 用 者

国

シ
ス

テ
ム

名
称

導
入

年

ゲ
ー

ト
利

用
方

法

ゲ
ー

ト
利

用
時

の
本

人
確

認
文

書

8
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諸
外

国
に

お
け

る
利

用
者

登
録

を
行

う
こ

と
に

よ
り

利
用

可
能

な
出

入
国

審
査

手
続

に
つ

い
て

（
注

）
E
E
A

（
欧

州
経

済
領

域
）
国

ス
ロ

ベ
ニ

ア
，

フ
ラ

ン
ス

，
ド

イ
ツ

，
ベ

ル
ギ

ー
，

オ
ラ

ン
ダ

，
ル

ク
セ

ン
ブ

ル
ク

，
イ

タ
リ

ア
，

ギ
リ

シ
ャ

，
ス

ペ
イ

ン
，

ポ
ル

ト
ガ

ル
，

ス
ロ

バ
キ

ア
，

エ
ス

ト
ニ

ア
，

リ
ト

ア
ニ

ア
，

ラ
ト

ビ
ア

，
英

国
，

チ
ェ

コ
，

ハ
ン

ガ
リ

ー
，

ポ
ー

ラ
ン

ド
，

デ
ン

マ
ー

ク
，

ブ
ル

ガ
リ

ア
，

ル
ー

マ
ニ

ア
，

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

，
オ

ー
ス

ト
リ

ア
，

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

，
マ

ル
タ

，
キ

プ
ロ

ス
，

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

，
リ

ヒ
テ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

，
ノ

ル
ウ

ェ
ー

，
ア

イ
ス

ラ
ン

ド

出
典

：
法

務
省

資
料

，
各

国
入

管
当

局
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

情
報

等
に

基
づ

き
入

国
管

理
局

作
成

日
本

韓
国

米
国

英
国

自
動

化
ゲ

ー
ト

(A
u
to

m
a
te

d
 G

a
te

 S
y
s
te

m
)

自
動

出
入

国
審

査
サ

ー
ビ

ス
S
E
S
（
S
m

a
rt

 E
n
tr

y
 S

e
rv

ic
e
）

G
lo

b
a
l 
E
n
tr

y
IR

IS
 (

Ir
is

 R
e
c
o
g
n
it
io

n
 I
m

m
ig

ra
ti
o
n

S
y
s
te

m
)

2
0
0
7
年

1
1
月

2
0
0
8
年

6
月

2
0
0
8
年

6
月

2
0
0
6
年

1
月

　
成

田
空

港
（
8
台

）
　

関
西

空
港

（
4
台

）
　

中
部

空
港

（
2
台

）
　

羽
田

空
港

（
2
台

）
（
実

証
実

験
用

ゲ
ー

ト
２

４
台

は
除

く
）

仁
川

空
港

（
3
8
台

）
金

浦
空

港
（
6
台

）
金

海
空

港
（
6
台

）
済

州
空

港
（
4
台

）
仁

川
港

（
3
台

）

主
要

3
0
国

際
空

港
ヒ

ー
ス

ロ
ー

空
港

利
用

者
登

録
時

の
本

人
確

認
文

書
旅

券
旅

券
旅

券
及

び
そ

の
他

の
身

分
確

認
文

書
（
運

転
免

許
証

な
ど

）
旅

券

利
用

者
登

録
時

に
提

供
す

る
バ

イ
オ

情
報

○
自

国
民

　
指

紋
の

提
供

○
外

国
人

　
顔

写
真

、
指

紋
の

提
供

○
自

国
民

　
　

顔
写

真
、

指
紋

の
提

供
○

外
国

人
　

　
顔

写
真

、
指

紋
の

提
供

顔
写

真
、

指
紋

の
提

供
顔

写
真

，
虹

彩
の

提
供

利
用

者
登

録
審

査
の

基
準

○
外

国
人

　
上

陸
拒

否
事

由
該

当
の

有
無

の
確

認

○
自

国
民

　
　

出
国

禁
止

事
由

該
当

の
有

無
の

確
認

○
外

国
人

　
　

入
管

法
違

反
歴

の
確

認

犯
罪

歴
、

入
管

法
違

反
歴

の
確

認
犯

罪
歴

、
入

管
法

違
反

歴
の

確
認

利
用

者
登

録
場

所
自

動
化

ゲ
ー

ト
設

置
空

港
及

び
同

空
港

管
轄

の
地

方
入

管
局

Ｓ
Ｅ

Ｓ
設

置
空

港
（
審

査
場

内
外

）
及

び
出

入
国

管
理

事
務

所

Ｇ
Ｅ

キ
オ

ス
ク

設
置

空
港

の
一

部
（
２

７
か

所
）

及
び

ア
ト

ラ
ン

タ
事

務
所

，
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
事

務
所

の
計

２
９

か
所

（
事

前
に

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

申
請

が
必

要
）

ＩＲ
ＩＳ

設
置

空
港

の
出

国
ロ

ビ
ー

（
既

に
新

規
の

登
録

は
停

止
）

自
国

民
利

用
登

録
を

し
た

、
有

効
な

旅
券

を
所

持
し

て
い

る
者

1
7
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

、
有

効
な

旅
券

を
所

持
し

て
い

る
者

1
4
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

、
有

効
な

旅
券

を
所

持
し

て
い

る
者

1
8
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

、
有

効
な

旅
券

を
所

持
し

て
い

る
者

外
国

人
利

用
登

録
を

し
た

、
有

効
な

旅
券

（
難

民
旅

行
証

明
書

含
む

）
と

再
入

国
許

可
を

所
持

し
て

い
る

者

1
7
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

，
有

効
な

旅
券

を
所

持
し

て
い

る
者

で
，

以
下

の
い

ず
れ

か
の

者
・
「
駐

在
」
、

「
企

業
投

資
」
、

「
貿

易
経

営
」
、

「
教

授
」
、

「
研

究
」
、

「
技

術
指

導
」
、

「
専

門
職

業
」
の

在
留

資
格

を
有

す
る

者
及

び
そ

の
同

伴
者

・
自

国
民

の
配

偶
者

で
「
結

婚
移

民
」
の

在
留

資
格

を
持

つ
者

・
「
永

住
」
の

在
留

資
格

を
有

す
る

者
並

び
に

そ
の

配
偶

者
及

び
１

７
歳

以
上

の
子

で
「
居

住
」
の

在
留

資
格

を
有

す
る

者
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

等

1
4
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

者
で

，
以

下
の

い
ず

れ
か

の
者

・
永

住
者

・
P

ri
v
iu

m
に

登
録

済
み

の
オ

ラ
ン

ダ
人

・
S
E
N

T
R

Iに
登

録
済

み
の

メ
キ

シ
コ

人
・
N

E
X
U

S
に

登
録

済
み

の
カ

ナ
ダ

人
･
S
E
S
に

登
録

済
み

の
韓

国
人

1
8
歳

以
上

の
利

用
登

録
を

し
た

者
で

，
以

下
の

い
ず

れ
か

の
者

・
永

住
者

、
居

住
権

保
有

者
・
E
E
A

（
注

）
及

び
ス

イ
ス

国
民

、
そ

れ
ら

の
家

族 ・
登

録
時

に
有

効
期

間
が

2
ヶ

月
以

上
の

入
国

許
可

証
を

有
す

る
者

・
半

年
に

2
回

、
も

し
く
は

1
年

に
4
回

以
上

英
国

を
訪

問
し

た
者

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
等

ゲ
ー

ト
利

用
時

の
本

人
確

認
文

書
旅

券
旅

券
旅

券
な

し

ゲ
ー

ト
利

用
時

に
活

用
す

る
バ

イ
オ

情
報

指
紋

（
２

指
）
、

顔
写

真
（
外

国
人

の
み

）
指

紋
（
２

指
）
、

顔
写

真
指

紋
（
親

指
以

外
の

４
指

）
、

顔
写

真
虹

彩

国

シ
ス

テ
ム

名
称

導
入

年

利 用 者 登 録 利 用利 用 者

導
入

場
所

（
導

入
台

数
）

9
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国
際

連
携

に
よ

る
ト

ラ
ス

テ
ィ

ド
・
ト

ラ
ベ

ラ
ー

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
例

出
典

：
法

務
省

資
料

，
各

国
入

管
当

局
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

情
報

等
に

基
づ

き
入

国
管

理
局

作
成

F
L
U

X
（T

he
 F

as
t 
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訪日外国人２５００万人時代の出入国管理行政検討会議開催状況

○第１回

開催日 平成２３年１０月１４日

議 題 ・ 我が国の出入国管理行政の現状と課題等について

○第２回

開催日 平成２３年１１月１６日

議 題 ・ 東京入国管理局羽田空港支局視察

・ 我が国における出入国審査手続及び諸外国における簡素・合理化され

た出入国審査手続の事例等について

○第３回

開催日 平成２３年１２月１２日

議 題 ・ 関係団体からヒアリング

福岡市

株式会社ジェイティービー

全日本空輸株式会社

株式会社クルーズバケーション

○第４回

開催日 平成２４年２月６日

議 題 ・ 警察庁からヒアリング

・ 出入国審査に関するアンケート等の結果報告について

・ 自動化ゲートの費用対効果分析について

・ 出入（帰）国手続の簡素・合理化の方策等について（１）

○第５回

開催日 平成２４年２月２２日

議 題 ・ 出入（帰）国手続の簡素・合理化の方向性等について（２）

○第６回

開催日 平成２４年３月１６日
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議 題 ・ 出入（帰）国手続の簡素・合理化の方向性等について（３）

○中間報告提出

平成２４年３月２６日

法務大臣に対し，「訪日外国人２５００万人時代の出入国管理行政の在り方に関す

る検討結果（中間報告）」を提出

○第７回

開催日 平成２４年６月２２日

議 題 ・ 平成２４年度の検討課題（スケジュール）について

・ 新規来日外国人に対する合理化策について

・ 自動化ゲートの実証実験方針について（報告）

○第８回

開催日 平成２４年７月３１日

議 題 ・ 実証実験用機器等の視察及びデモンストレーション

○第９回

開催日 平成２４年８月３０日

議 題 ・ 実証実験の視察

・ 実証実験の実施状況について

・ これまでの実証実験で把握できた主な意見・課題等について

○第１０回

開催日 平成２４年１０月２６日

議 題 ・ 新規来日外国人に対する出入国審査の合理化策等について

○第１１回

開催日 平成２４年１１月２７日

議 題 ・ 自動化ゲートに関する実証実験結果について

12
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自動化ゲート利用希望者登録数（年別）
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平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年

日本人 外国人（人）

平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年

8,941 44,889 36,632 78,195 62,030 69,043

4,222 36,134 30,889 69,626 54,180 61,053

構成比 47.2% 80.5% 84.3% 89.0% 87.3% 88.4%

4,719 8,755 5,743 8,569 7,850 7,990

構成比 52.8% 19.5% 15.7% 11.0% 12.7% 11.6%

※自動化ゲートは平成１９年１１月２０日から運用を開始している。

利用者数

日本人

外国人
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自動化ゲート利用者数（年別）

平成１９年 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年

8,793 198,760 302,061 675,821 847,348 1,037,352

5,796 172,942 269,969 615,651 770,397 950,243

構成比 65.9% 87.0% 89.4% 91.1% 90.9% 91.6%

2,997 25,818 32,092 60,170 76,951 87,109

構成比 34.1% 13.0% 10.6% 8.9% 9.1% 8.4%

※自動化ゲートは平成１９年１１月２０日から運用を開始している。

利用者数
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